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事業の内容

【 講座の流れ 】

開講式：説明会、ゲストスピーカーによる講演

第１回：自己紹介、アイスブレイク

第２回：ゲストスピーカーによる講演、「マイプラン」の作成

第３回：ゲストスピーカーによる講演、「マイプラン」の修正

第４回：「マイプラン」発表会、フィードバック



第二期 事業実績

第二期：令和４年８月～令和５年１月 （講座：計４回）

第１回講座 ＠ Ｓ－スタ 令和４年８月２８日（日）９時～１２時

自己紹介、生活の中で気になっていることについてディスカッション

第２回講座 ＠ 学塾 誠和学舎 令和４年９月２５日（日）９時～１２時

自分の強みと求められていることについて整理、マイプランの方向性検討

第３回講座 ＠ Ｓースタ 令和４年１１月２０日（日）９時～１２時

マイプラン作成、それぞれのマイプラン概案を発表、意見交換

第４回講座 ＠ ＦＬＣＢ 令和４年１月２２日（日）９時～１５時

最終発表、講師・ゲストからの講評、振り返り、交流会



第一期 事業実績



第二期 事業実績

ＯＢ・ＯＧによる交流企画 ＠ シェアスペースｅｆ 令和４年１０月１６日（木）

ゲスト講師・運営メンバーによる１ｏｎ１面談 令和４年１０月～１１月

卒業生、地域の実践者との交流企画及び進捗報告 令和５年３月１２日（日）

オープンデー（相談会） ＠ ＦＬＣＢ 令和４年７月２８日（木）～３１日（日）

その他の企画との連動



第一期 事業実績



第二期 事業実績

５名（男性：１名、女性：４名）

※ 総社市に在住・在勤・在学の方

受講生

職 種

年齢層

年齢・職種を超えて、地域について思いっきり話せる

安心安全な”カオス”な場 が形成された

第二期：令和４年８月～令和５年１月 （講座：計４回）

医療系、福祉系、金融系、服飾系、食品配送系

２０代：１名、３０代：３名、４０代：１名



理想像・ビジョン

担い手潜在層の「駆け込み寺」となるプラットフォームを形成し、

市民が主体的に活動を行える自治体になることを目指す

小さなチャレンジが

できるヒトを発掘
１人のカリスマリーダー ではなく

週末掛け持ちヒーロー とともに

市民活動の 担い手の輪 を広げていく
総社で想いを持った

ヒトとヒトをつなぐ



受講生のゴールイメージ（昨年度同様）

身近にある課題について

自分なりの想いを言葉にできた

同期やゲストの活動を

応援していこうと思っている

いままで無関係だと思っていた

活動に参画しようと考えている

自分で活動を起こしたい

と考えている
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受講生の最終発表概要（抜粋）

20代女性 （食品配送系）

・3～40代に向けた気軽に相談できる結婚相談所

30代女性 （医療看護系）

・疲れをいやし、病気を予防する訪問型ハンドマッサージ企画

30代女性 （服飾販売系）

・衣類を無駄にしない”総社産”の服開発プロジェクト

30代男性 （金融系）

・社内の就労環境及びリクルート方法を模索するための社内サークルの環境改善



効果測定

(１) 社会課題・生活課題への当事者意識を持てるようになる

(２) それを基に解決のための活動を始める人が出てくる

(３) 学びとチャレンジのコミュニティが形成され、輪が広がっていく

市民主体での課題解決についての学びを深める場が形成される

＜ 効果測定 ＞

(１) 受講後のアンケートで意識調査を行い、８割以上が「意識が向上した」と答える

(２) ３割の受講者が、実際の活動を始める

(３) 当事業を継続するためのシステムを形成する



効果測定

＜ 効果測定 ＞

(１) 受講後のアンケートで意識調査を行い、８割以上が「意識が向上した」と答える

(２) ３割の受講者が、実際の活動を始める

(３) 当事業を継続するためのシステムを形成する

＜結 果＞

(１) 参加者から、「人と共有することで、新たなステップを検討できた」との回答

(２) 令和５年度は全受講生のスキルを活かした募集企画をスタート

うち１名は年度途中から、事業化に向けて活動中

(３) 令和５年度からは自主財源にて運営を開始予定



効果測定

衣類を無駄にしない服作りプロジェクト



効果測定

衣類を無駄にしない服作りプロジェクト



第一期受講生の声

３０代 男性
金融系

自分自身のテーマは市民提案型とは少し離れた内容であったが、その他の受講生の方

のお話を聞くことは自分の中で良い刺激となりました。受講中、他の受講生や事務局

の方から付箋でダイレクトに意見をいただくのは新鮮で興味深かったです。自分の企

てたものを最後スライドにまとめる上で、思いを分かりやすく伝えるためには内容の

順番や表現の仕方、専門用語を使わないなど工夫し、取り組むことができました。

２０代 女性
食品配送系

ＫＵＷＡＤＡＴＥに参加して、仕事仲間でもない、友達でもない、不思議な居場所

ができたと思います。社会人になって、自分と向き合うことは1人だと結構難しいと実

感していて。「ほんとはこんなことやってみたいんだよね、、」をいいあえる仲間が

いてゆるーい繋がりが増えていく。ここに来たら、なんでも話を聞いてもらえて、面

白い化学反応が起こるそんな場所だなと思います。



成果と課題

⚫ 異年齢・多職種の受講生が集まり、対話・議論をする中で、お互い

を認め合いながら想いを深められる安心安全な”カオス”な場を形成する

ことができた。

⚫ 実際に事業を始めるための地域での人脈づくりや試験運用などを始

める受講生が現れたのは大変な成果と言える。

成 果

課 題

⚫ 受講生募集が知り合い周りに限定されていたことは大きな課題と言

える。

→市役所及び関係部局からのご紹介もいただきたい



他事業との関連

そうじゃわかもの寄合・・・総社市内のプレイヤーが集い、つながる場づくり

受講生へも案内を出し、すでに活動している実践家たちとのコネクションをつ
くる。また検討中のプランへもアドバイスをいただく。

そうじゃわかもの寄合の寄席・・・講師をみんなで選び、学び合う場づくり

受講生から講師選定を行うコアメンバーに参加いただき、企画運営を行う。受
講生にも案内を出し、まちづくりなどに関する学びを受け取ってもらうほか、
そこに参加する方との交流も図る

その他関連するイベント・企画

受講生が主催・関係するイベント・企画や、MONUnoCHIEとして開催するイベン
トには案内を出し、積極的な参加を促す。また各企画へのお手伝いなども依頼
することで、企画運営のノウハウも学ぶことができる。



事業決算

費 目 金 額 備 考

市民提案型事業補助金 300,000

前年度繰越金 4,253

参加費 20,000 講座受講料

収入計 324,253

収入の部

費 目 金 額

報償費 10,000 1名分謝金

人件費 49,000 スタッフ人件費

消耗品費 10,269 印刷用紙、インクカートリッジ

手数料 1,430 振込手数料

使用料・賃借料 62,700 会場使用料

備品購入費 6,293 スピーカー、ウェブカメラ、三脚等

委託料 152,000 広報物制作・講座コーディネート

支出計 291,692

支出の部

令和５年度返還額：¥324,253 - ¥314,945 = ¥8,308



ご清聴ありがとうございました
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